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4･7チンパンジーにおける予期による反応促進の発達
松浮正子 (昭和女子大 ･人間社会)
ヒトの空間探索においては,すでに注意を向けた
ことのある位置-の定位が抑制される傾向がある.こ
れは情報収集を効率的に行うための機能と考えられ,
｢復帰抑制｣と呼ばれている.本研究では,チンパン
ジーにおける復帰抑制とその発達的変化を調べるため
に,幼児 2個体および成体 4個体を対象に実験を行っ
た.タッチパネル式モニタ画面の右または左に視覚的
な先行刺激とターゲット刺激を継時的に呈示し,クー
ゲット刺激に対する接触反応の反応潜時を測定した.
先行刺激と違う位置にターゲットが呈示される反対側
条件に比べ,同じ位置にターゲットが提示される同側
条件の反応潜時が長い場合を復帰抑制とみなした.1
セッションを64試行とし,個体によって6-54セッシ
ョンを行った.成体では 2個体において復帰抑制傾向
がみられたが,統計学的に有意ではなかった.一方,
幼児では11個体 (パル)において強い復帰抑制が観察
された.刺激呈示時間差 (SOA)が 150msのときのパ
ルの平均反応潜時は反対側条件に比べ同側条件で短か
ったのに対し,SOAが500rばのときには反対側条件に
比べて同側条件の反応潜時が有意に長かった.このこ
とから,チンパンジー幼児が復帰抑制機能をもつ可能
性が示唆された.ただし,別の幼児では復帰抑制が観
察されず,また成体の反応にも個体差がみられたため,
今後,実験パラメータの再検討を行った上で確認の作
業を続けていきたいと考えている.
4-8チンパンジー幼児における意図性の認識
小杉大坪 (京都大 ･文)
チンパンジー乳児が対象の動きの意図性をいかに
認識するかについて調べるため,以下のような実験を
計画した.主要な手続きは,CRTモニタ(21インチ)上
に,2つの円形の対象が,互いに随伴的に (1つの円を
もう1つの円が追跡する)あるいは非随伴的に (2つの
円は互いに関連のない軌道で動く)動く映像を呈示し.
被験体の映像-の注視時間および画面-の接触反応を
評価するというものである.刺激映像は,Mdcromedia
社のソフトウェアFbshMXを用いて作成した.本実験
に先立ち.予備調査として,作成した刺激映像を,実
験の仮説を知らない大学生50名に提示し,2種類の映
像がどのような映像に見えるかについての自由記述を
求めた.その結果,ヒトの大人であれば,これらの事
象を随伴的一非随伴的という次元で区別すること,そ
れぞれの事象に意図性に基づく意味を付与することが
確かめられた.本年度は,昨年度までにおこなった因
果的認識の発達に関する実験の成果や,被験体の運動,
認知の発達を踏まえ実験方法の確立をおこなった.こ
の実験を通じ,ヒト以外の霊長類の乳児でも,抽象的
な対象の動きに意図性を付与するという心理的因果性
の認識が見られるのかを検証する.
4-9絵画的奥行き知覚に関する比較認知科学的検討
伊村知子 (関西学院大 ･文)
チンパンジーの成体とニホンザルの乳児を対象に,
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